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報道発表資料 

 相談解決のためのテストから No.65  

平成26年3月6日 

独立行政法人国民生活センター 

 

消費生活センター等の依頼に基づいて実施した商品テスト結果をご紹介します。 

 

温度制御に問題があった電気足温器 

 

１．依頼内容 

「電気足温器の加熱が止まらず高温になり、使用を中止した。危険なので商品に問題がない

か調べてほしい。」という依頼を受けました。 

 

２．調査 

当該品は、椅子などに座った状態で足元を温める際に使用する電気足温器でした（写真）。運

転モードはHIGH（強：消費電力60W）とLOW（弱：同30W）の2種類でした。 

 

写真．外観 

 

 

相談者の申し出によると、「運転モードLOWで使用していたところ、加熱が止まらず高温になっ

た。」とのことでした。そこで、当該品と同型品について、JIS C 9335-2-81「家庭用及びこれ

に類する電気機器の安全性－第2-81部：足温器及び電熱マットの個別要求事項」を参考にして、

使用時のつま先温度（つま先が接触する箇所の温度）と、かかと温度（かかとが接触する箇所

の温度）を測定しました。 

その結果、HIGHでは、つま先温度が電源ONから約20分後に約72℃の高温になり、その後、約

拡大 

運転モードの切替スイッチ 
約 36cm 

約 30cm 

約 35cm フード状の

カバー 
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53℃～約72℃の温度範囲（平均温度は約62℃）でサーモスタットがON・OFFを繰り返しました（図

の上段）。一方、LOWではサーモスタットが作動する温度に達しないため、加熱が止まらず、つ

ま先温度は電源ONから約4時間後に約70℃の高温のまま平衡になりました（図の下段）。LOWで平

衡になったときの温度（つま先温度：約70℃）は、HIGHのときの平均温度（つま先温度：約62℃）

よりも約8℃高くなっていました。なお、同型品も同様な結果でした。 

このことから、当該品は温度制御に問題があることがわかりました。 

 

図．当該品の温度測定結果（上段：運転モードHIGH、下段：LOW） 
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３．事業者の対応 

当センターのテスト結果を受け、輸入元である株式会社プラタからは、現在は温度制御につ

いて改善した商品を販売しているとの報告がありました。 

また、当該品の取扱説明書に低温やけど防止のための使用上の注意表示がありませんでした

ので、記載するよう申し入れたところ、自社ホームページ上で使用上の注意事項に関する社告

を掲載するとともに、取扱説明書に表示を追記しました（参考資料1、2）。 

＜社告掲載URL＞ 株式会社プラタ：https://www.plata.co.jp/online-shop/ 

 

本件問い合わせ先 

商品テスト部：042-758-3165 

1 サイクル（約 20 分間）

サーモスタット作動（電源 ON から約 20 分後） 約 53℃～約 72℃（平均約 62℃） 

約 46℃～約 66℃（平均約 55℃）

サーモスタットは作動温度に達せず、約 4時間後に約 70℃で平衡

サーモスタットは作動温度に達せず、約 4時間後に約 62℃で平衡
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 参考資料1  ＜社告＞ 

 

 
 



4 

 参考資料2  ＜取扱説明書＞ 
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